
目目

次次

※
は
、
県
例
規
集
掲
載

告

示

ペ
ー
ジ

○

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
件

（
長
寿
こ
ど
も
政
策
局
長
寿
社
会
課
介
護
保
険
指
導
室
・
六
三
二
）

八
三

○

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
件（
同
・
六
三
三
）

八
三

○

換
地
処
分
を
行
っ
た
件

（
農
山
村
整
備
課
・
六
三
四
）

八
四

○

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
件

（
建
設
管
理
課
入
札
管
理
室
・
六
三
五
）

八
四

○

建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
を
指
定
し
た
件

（
建
築
開
発
指
導
課
・
六
三
六
）

八
七

公
安
委
員
会
規
則

○
※
徳
島
県
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
一
一
）

八
七

告告

示示

徳
島
県
告
示
第
六
百
三
十
二
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
告
示
第
六
百
三
十
三
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門
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平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

を

行

う

事

業

所

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

廃
止
年
月
日

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

医
療
法
人
弘
誠
会

板
野
郡
松
茂
町
広
島
字
南
ハ
リ
一

三
番
地

う
ら
た
訪
問
介
護
事
業
所

板
野
郡
松
茂
町
広
島
字
南
ハ
リ
一
三

番
地

訪
問
介
護

平
成
十
九
年
六
月
十
一

日

医
療
法
人
さ
か
ま
き
整

形
外
科

阿
波
市
阿
波
町
南
整
理
一
五
八
番

地
三

さ
か
ま
き
整
形
外
科

阿
波
市
阿
波
町
南
整
理
一
五
八
番
地

三

訪
問
看
護

同

十
八

日

同

同

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

同

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

８３



徳
島
県
告
示
第
六
百
三
十
四
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き

県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分
を
行
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
七
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

地
区
名

日
和
佐
地
区
（
久
望
工
区
）

二

換
地
処
分
年
月
日

平
成
十
九
年
七
月
六
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

徳
島
県
告
示
第
六
百
三
十
五
号

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
設
業
者
の

許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
七
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

指

定

介

護

予

防

サ

ー

ビ

ス

事

業

を

行

う

事

業

所

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

廃
止
年
月
日

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

医
療
法
人
さ
か
ま
き
整

形
外
科

阿
波
市
阿
波
町
南
整
理
一
五
八
番

地
三

さ
か
ま
き
整
形
外
科

阿
波
市
阿
波
町
南
整
理
一
五
八
番
地

三

介
護
予
防
訪
問
看
護

平
成
十
九
年
六
月
十
八

日

同

同

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン

同

処
分
を
し
た
年
月
日

処

分

を

受

け

た

者

処

分

の

内

容

処
分
の
原
因
と

な
っ
た
事
実

商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の

所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

許
可
番
号

平
成
十
九
年
一
月
九
日

有
限
会
社
轟
建
設

西
岡

謙
治

阿
波
市
吉
田
字
岡
の
段
の
二
の
五
九
番
地
二

徳
島
県
知
事
許
可

（
般
―
十
七
）

第
四
四
○
八
号

建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
設
業
許
可
の

取
消
し

（
大
工
工
事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業

許
可
）

建
設
業
法
第
十
二
条
の

規
定
に
よ
る
廃
業
の
届

出
が
あ
り
、
こ
の
こ
と

が
同
法
第
二
十
九
条
第

一
項
第
四
号
に
該
当
す

る
と
認
め
ら
れ
る
。

同

坂
東
産
業
株
式
会
社

坂
東

寿
昭

吉
野
川
市
鴨
島
町
飯
尾
五
五
○
番
地
三
五

同（
般
―
十
七
）

第
二
八
五
八
号

同（
電
気
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

８４



平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

同

十
九

日

穴
吹
鉄
工
株
式
会
社

岡
本

範
一

美
馬
市
脇
町
大
字
猪
尻
字
道
犬
六
一
番
地
四

同（
般
―
十
四
）

第
一
七
二
○
号

同（
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
ほ
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん

せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許

可
）

同

同

二
月
五
日

有
井
開
発

有
井

孝
夫

阿
波
市
吉
野
町
西
条
字
大
西
一
一
○
番
地
一

同（
般
―
十
三
）

第
六
○
一
四
号

同（
大
工
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

同

六
日

船
津
建
設
有
限
会
社

田
中

武
信

海
部
郡
海
陽
町
船
津
字
船
津
六
八
番
地

同（
般
―
十
六
）

第
四
○
二
九
号

同（
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業

に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

同

九
日

窪
田
設
備

窪
田

克
己

三
好
市
山
城
町
八
千
坊
七
七
六
番
地

同（
般
―
十
七
）

第
七
七
四
二
号

同（
土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工

事
業
、
電
気
工
事
業
、
管
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
ほ
装

工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
、
水
道
施
設
工
事
業
及
び
消
防

施
設
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

同

十
九

日

阿
波
土
建
株
式
会
社

宮
川

摂

海
部
郡
海
陽
町
大
里
字
浜
崎
五
二
番
地

同（
般
―
十
三
）

第
一
○
二
○
号

同（
管
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

同

二
十

日

大
久
保
工
務
店

大
久
保

大
三

美
馬
市
美
馬
町
字
天
神
五
五
番
地
一

同（
般
―
十
四
）

第
五
四
二
四
号

同（
建
築
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

同

二
十

二
日

有
限
会
社
田
中
土
木
工
業

田
中

眞
弓

鳴
門
市
大
津
町
木
津
野
字
西
玉
淵
二
一
番
地
二

同（
般
―
十
八
）

第
三
七
九
九
号

同（
管
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同
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平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

同

二
十

六
日

山
城
土
建
株
式
会
社

中
岡

眞
市

三
好
市
山
城
町
大
川
持
五
二
七
番
地
二

同（
般
―
十
八
）

第
一
三
○
九
号

同（
建
築
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

同

三
月
六
日

有
限
会
社
フ
ィ
ー
ル
ド
工
業

浅
井

佳
子

阿
南
市
加
茂
町
野
上
二
二
番
地
七

同（
般
―
十
七
）

第
二
一
四
三
号

同（
土
木
工
事
業
及
び
と
び
・
土
工
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設

業
許
可
）

同

同

十
一

日

有
限
会
社
坂
東
工
業

坂
東

精
治

名
西
郡
神
山
町
阿
野
字
長
瀬
一
一
八
番
地
の
一

同（
特
―
十
四
）

第
二
七
九
七
号

同（
ほ
装
工
事
業
に
関
す
る
特
定
建
設
業
許
可
）

同

同

十
三

日

株
式
会
社
清
建
設
緑
地

清

公
子

徳
島
市
川
内
町
富
吉
一
六
九
番
地
の
一

同（
般
―
十
四
）

第
四
四
二
二
号

同（
大
工
工
事
業
、
左
官
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ

ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
、
板
金
工
事
業
、
ガ
ラ
ス
工
事
業
、

塗
装
工
事
業
、
防
水
工
事
業
、
内
装
仕
上
工
事
業
、
熱
絶
縁
工

事
業
及
び
建
具
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

同

株
式
会
社
北
島
組

志
内

進

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
川
久
保
一
六
番
地
一

同（
特
―
十
四
）

第
四
五
四
号

同（
造
園
工
事
業
に
関
す
る
特
定
建
設
業
許
可
）

同

同

二
十

七
日

株
式
会
社
川
田
組

川
田

修

板
野
郡
松
茂
町
笹
木
野
字
山
下
一
○
○
番
地
一

同（
特
―
十
八
）

第
一
二
七
○
号

同（
板
金
工
事
業
、
ガ
ラ
ス
工
事
業
、
防
水
工
事
業
及
び
建
具
工

事
業
に
関
す
る
特
定
建
設
業
許
可
）

同

同

株
式
会
社
近
藤
組

近
藤

正
義

鳴
門
市
里
浦
町
里
浦
字
小
高
塚
一
六
一
番
地
の
一

同（
般
―
十
七
）

第
一
三
七
三
号

同（
管
工
事
業
及
び
造
園
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

同

二
十

八
日

株
式
会
社
ア
ラ
タ
建
設

元
木

覚

徳
島
市
上
八
万
町
下
中
筋
三
二
一
番
地
一

同（
般
―
十
八
）

第
四
一
四
八
号

同（
管
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同
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徳
島
県
告
示
第
六
百
三
十
六
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指

定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
七
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

名
称
及
び
住
所

財
団
法
人

日
本
建
築
セ
ン
タ
ー

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
六
丁
目
一
番
八
号

二

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
六
丁
目
一
番
八
号

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
南
本
町
一
丁
目
七
番
一
五
号

三

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
の
開
始
の
日

平
成
十
九
年
六
月
二
十
日

公公
安安
委委
員員
会会
規規
則則

徳
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１１
号

平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

�
道
路
維
持
作
業
用
自
動
車
で
当
該
用
務
に
使
用
中
の
も
の

�
電
信
、
電
話
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
、
道
路
、
信
号
機
及
び
道
路
標
識
等
の
故
障
又
は
損
壊
に

よ
り
緊
急
修
復
の
た
め
使
用
中
の
車
両

�
総
務
省
に
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
で
不
法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
の
探
査
の
た
め
使
用
中
の

も
の

�
犯
罪
の
捜
査
、
交
通
の
取
締
り
そ
の
他
警
察
活
動
の
た
め
使
用
中
の
車
両
（
前
号
に
掲
げ
る
自

動
車
を
除
く
。）

�
警
察
用
自
動
車
が
随
伴
す
る
車
両

�
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
３６
年
法
律
第
２２３
号
）
に
規
定
す
る
災
害
応
急
対
策
の
た
め
使
用
中

の
車
両

�
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
４５
年
法
律
第
１３７
号
）
に
規
定
す
る
一
般
廃

棄
物
の
収
集
の
た
め
使
用
中
の
車
両

�
公
職
選
挙
法
（
昭
和
２５
年
法
律
第
１００
号
）
に
規
定
す
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
又
は
確
認
団
体

の
政
治
活
動
用
自
動
車
で
街
頭
演
説
及
び
街
頭
政
談
演
説
の
た
め
使
用
中
の
も
の

	
次
に
掲
げ
る
車
両
で
、
別
記
様
式
第
１
号
の
通
行
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
標
章
」
と
い
う
。）
を
掲
出
し
て
い
る
も
の

ア
医
師
等
が
往
診
の
た
め
使
用
中
の
車
両

イ
死
者
の
運
搬
を
本
来
の
用
途
と
し
て
い
る
車
両
が
当
該
用
務
の
た
め
使
用
中
の
も
の

ウ
伝
染
病
患
者
の
収
容
又
は
伝
染
病
の
予
防
活
動
の
た
め
使
用
中
の
車
両

エ
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
２５
年
法
律
第
２４７
号
）
に
規
定
す
る
犬
等
の
捕
獲
の
た
め
使
用
中
の

車
両

オ
専
ら
郵
便
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
１６５
号
）
に
規
定
す
る
通
常
郵
便
物
の
集
配
又
は
電
報
の

配
達
の
た
め
使
用
中
の
車
両

カ
患
者
輸
送
車
（
自
動
車
検
査
証
の
車
体
の
形
状
欄
に
患
者
輸
送
車
と
記
載
の
も
の
に
限
る
。

以
下
同
じ
。）
で
当
該
用
務
の
た
め
使
用
中
の
も
の

キ
車
い
す
移
動
車
（
自
動
車
検
査
証
の
車
体
の
形
状
欄
に
車
い
す
移
動
車
と
記
載
の
も
の
に
限

徳
島
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
１９
年
７
月
１７
日

徳
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長

土
居

弘
二

徳
島
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
４７
年
徳
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
３
条
の
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
通
行
禁
止
の
対
象
除
外
）

第
３
条
の
２

法
第
４
条
第
２
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
通
行
禁
止
（
一
方
通
行
及
び
指
定
方
向
外
進

行
禁
止
を
除
く
。）
の
規
制
の
対
象
か
ら
除
く
車
両
は
、
道
路
標
識
に
表
示
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次

８７
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る
。
以
下
同
じ
。）
で
当
該
用
務
の
た
め
使
用
中
の
も
の

ク
報
道
機
関
が
緊
急
取
材
の
た
め
使
用
中
の
車
両

ケ
裁
判
官
又
は
裁
判
所
の
発
す
る
令
状
の
執
行
の
た
め
使
用
さ
れ
る
車
両

コ
ア
か
ら
ケ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
益
上
又
は
社
会
生
活
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
公

安
委
員
会
が
認
め
る
用
務
の
た
め
使
用
中
の
車
両

�
次
に
掲
げ
る
者
が
現
に
使
用
中
の
車
両
で
、
標
章
（
他
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
交
付
に
係

る
も
の
を
含
む
。）
を
掲
出
し
て
い
る
も
の

ア
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
２４
年
法
律
第
２８３
号
）
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
別
表
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
２５
年
厚
生
省
令
第
１５
号
）
別
表
第

５
号
に
定
め
る
障
害
の
級
別
に
該
当
す
る
障
害
を
有
す
る
も
の

イ
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
３８
年
法
律
第
１６８
号
）
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
別
表
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
右
欄
に
掲
げ
る
恩
給
法
（
大
正
１２
年
法
律
第
４８
号
）
別
表
第
１
号
表
の
２
に
定
め
る
重
度

障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
障
害
を
有
す
る
も
の

ウ
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
重
度
の
障
害
を
有

す
る
も
の

エ
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２５
年
法
律
第
１２３
号
）
に
規
定
す

る
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障

害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
２５
年
法
律
第
１５５
号
）
第
６
条
第
３
項
に
定
め
る
１

級
の
障
害
を
有
す
る
も
の

オ
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
（
色
素
性
乾

皮
症
患
者
で
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
間
に
限
る
。）

カ
ア
か
ら
オ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
移
動
が
困
難
な
こ
と
に
よ
り
社
会
で
の
日
常
生
活
活

動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
も
の

２
前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
急
病
人
の
搬
送
治
療
又
は
防
災
等
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財

産
に
係
る
緊
急
や
む
を
得
な
い
用
務
に
使
用
中
の
車
両
で
あ
り
、
か
つ
、
警
察
署
長（
以
下「
署
長
」

と
い
う
。）の

許
可
を
受
け
る
い
と
ま
の
な
い
も
の
は
、
通
行
禁
止
の
規
制
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

３
標
章
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
１
項
第
９
号
に
掲
げ
る
車
両
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式

第
１
号
の
２
の
通
行
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
交
付
申
請
書
を
、
同
項
第
１０
号
に
掲
げ
る
車
両
に
あ
っ

て
は
別
記
様
式
第
１
号
の
３
の
通
行
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
交
付
申
請
書
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
第
１
項
第
９
号
に
掲
げ
る
車
両

ア
当
該
車
両
に
係
る
自
動
車
検
査
証
の
写
し

イ
当
該
車
両
が
第
１
項
第
９
号
に
掲
げ
る
車
両
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書

面

ウ
ア
又
は
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
徳
島
県
警
察
本
部
長
（
以
下
「
本
部
長
」
と
い
う
。）

が
必
要
と
認
め
る
書
面

�
第
１
項
第
１０
号
に
掲
げ
る
車
両

ア
第
１
項
第
１０
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
面

イ
標
章
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
使
用
す
る
車
両
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
車
両
に
係
る

自
動
車
検
査
証
の
写
し

ウ
ア
又
は
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
長
が
必
要
と
認
め
る
書
面

５
公
安
委
員
会
は
、
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
車

両
又
は
当
該
標
章
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
除
外
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
有
効
期
限
を
定
め
て
標
章
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
標
章
は
、
車
両
の
前
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
標
章
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
現
場
に
お
い
て
警
察
官
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
。

�
標
章
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
遵
守
し
、
交
付
を
受
け
た
理
由
以
外
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

�
標
章
を
他
人
に
譲
渡
し
、
又
は
貸
与
し
な
い
こ
と
（
当
該
交
付
を
受
け
た
者
が
、
他
人
の
介
助

を
受
け
て
車
両
に
乗
降
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
貸
与
す
る
場
合
を
除
く
。）。
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８
公
安
委
員
会
は
、
標
章
の
交
付
を
受
け
た
者
が
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当

該
標
章
の
返
納
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

９
標
章
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
当
該
標
章
（
第
３
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
発
見
し
又
は
回
復
し
た
標
章
）
を
公
安
委
員
会

に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
い
。

�
標
章
の
有
効
期
間
が
経
過
し
た
と
き
。

�
標
章
の
交
付
を
受
け
た
理
由
が
な
く
な
っ
た
と
き
。

�
標
章
の
再
交
付
を
受
け
た
後
に
お
い
て
亡
失
し
た
標
章
を
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
と
き
。

�
公
安
委
員
会
か
ら
標
章
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
。

第
３
条
の
４
か
ら
第
４
条
の
２
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
駐
停
車
禁
止
の
対
象
除
外
）

第
３
条
の
４

法
第
４
条
第
２
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
駐
停
車
禁
止
の
規
制
の
対
象
か
ら
除
く
車
両

は
、
道
路
標
識
に
表
示
す
る
も
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

�
道
路
、
信
号
機
、
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
、
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
、
道
路
標

識
等
の
建
設
又
は
補
修
の
た
め
使
用
中
の
車
両

�
電
信
、
電
話
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
の
工
事
等
の
緊
急
修
復
の
た
め
使
用
中
の
車
両

�
令
第
１３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
指
定
し
た
自
動
車
（
同
条
第
１
号
又
は
第
１

号
の
２
に
掲
げ
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
そ
の
自
動
車
を
使
用
す
る
も
の
が
公
安
委
員
会
に
届
け
出

た
も
の
）
で
緊
急
用
務
に
使
用
中
の
も
の
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
誘
導
さ
れ
て
い
る
自

動
車

�
犯
罪
の
捜
査
、
交
通
の
取
締
り
そ
の
他
警
察
活
動
の
た
め
使
用
中
の
車
両
（
前
号
に
掲
げ
る
自

動
車
を
除
く
。）

�
警
察
用
自
動
車
に
随
伴
さ
れ
て
い
る
車
両

�
警
察
活
動
に
伴
い
停
止
を
求
め
ら
れ
て
い
る
車
両

�
自
衛
隊
法
（
昭
和
２９
年
法
律
第
１６５
号
）
第
７６
条
か
ら
第
７９
条
ま
で
及
び
第
８１
条
か
ら
第
８４
条

ま
で
の
規
定
に
よ
る
自
衛
隊
の
行
動
の
た
め
使
用
中
の
車
両

�
放
置
車
両
確
認
機
関（
法
第
５１
条
の
１２
に
規
定
す
る
放
置
駐
車
確
認
機
関
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

が
放
置
車
両
の
確
認
及
び
標
章
の
取
付
け
に
使
用
中
の
車
両

	
災
害
対
策
基
本
法
に
規
定
す
る
災
害
応
急
対
策
に
使
用
中
の
車
両

（
駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
の
規
制
の
対
象
除
外
）

第
４
条

法
第
４
条
第
２
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
の
規
制
の
対

象
か
ら
除
く
車
両
は
、
道
路
標
識
に
表
示
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

�
道
路
維
持
作
業
用
自
動
車
で
当
該
用
務
の
た
め
使
用
中
の
も
の

�
道
路
、
信
号
機
、
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
、
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
、
道
路
標

識
等
の
建
設
又
は
補
修
に
使
用
中
の
車
両
（
前
号
に
掲
げ
る
自
動
車
を
除
く
。）

�
電
信
、
電
話
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
の
工
事
等
の
緊
急
修
復
の
た
め
使
用
中
の
車
両

�
総
務
省
お
い
て
使
用
す
る
自
動
車
で
、
不
法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
の
探
査
の
た
め
使
用
中
の

も
の

�
令
第
１３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
指
定
し
た
自
動
車
（
同
条
第
１
号
又
は
第
１

号
の
２
に
掲
げ
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
そ
の
自
動
車
を
使
用
す
る
も
の
が
公
安
委
員
会
に
届
け
出

た
も
の
）
で
緊
急
用
務
に
使
用
中
の
も
の
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
誘
導
さ
れ
て
い
る
自

動
車

�
犯
罪
の
捜
査
、
交
通
の
取
締
り
そ
の
他
警
察
活
動
の
た
め
使
用
中
の
車
両
（
前
号
に
掲
げ
る
自

動
車
を
除
く
。）

�
警
察
用
自
動
車
が
随
伴
す
る
車
両

�
警
察
活
動
に
伴
い
停
止
を
求
め
ら
れ
て
い
る
車
両

	
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
の
収
集
の
た
め
使
用
中
の

車
両



公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
又
は
確
認
団
体
の
政
治
活
動
用
自
動
車
で
街
頭

演
説
及
び
街
頭
政
談
演
説
の
た
め
使
用
中
の
も
の

�
放
置
車
両
確
認
機
関
が
放
置
車
両
の
確
認
及
び
標
章
の
取
付
け
の
た
め
使
用
中
の
車
両

�
災
害
対
策
基
本
法
に
規
定
す
る
災
害
応
急
対
策
の
た
め
使
用
中
の
車
両


次
に
掲
げ
る
車
両
で
、
別
記
様
式
１
号
の
４
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
を
掲
出
し
て
い
る

も
の

８９
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ア
医
師
等
が
往
診
の
た
め
使
用
中
の
車
両

イ
死
者
の
運
搬
を
本
来
の
用
途
と
し
て
い
る
車
両
が
当
該
用
務
の
た
め
使
用
中
の
も
の

ウ
伝
染
病
患
者
の
収
容
又
は
伝
染
病
の
予
防
活
動
の
た
め
使
用
中
の
車
両

エ
狂
犬
病
予
防
法
に
規
定
す
る
犬
等
の
捕
獲
の
た
め
使
用
中
の
車
両

オ
専
ら
郵
便
法
に
規
定
す
る
通
常
郵
便
物
の
集
配
又
は
電
報
の
配
達
の
た
め
使
用
中
の
車
両

カ
患
者
輸
送
車
で
当
該
用
務
の
た
め
使
用
中
の
も
の

キ
車
い
す
移
動
車
で
当
該
用
務
の
た
め
使
用
中
の
も
の

ク
報
道
機
関
が
緊
急
取
材
の
た
め
使
用
中
の
も
の

ケ
裁
判
官
又
は
裁
判
所
の
発
す
る
令
状
の
執
行
の
た
め
使
用
さ
れ
る
車
両

コ
ア
か
ら
ケ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
益
上
又
は
社
会
生
活
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
公

安
委
員
会
が
認
め
る
用
務
の
た
め
使
用
中
の
車
両

�
次
に
掲
げ
る
者
が
現
に
使
用
中
の
車
両
で
、
別
記
様
式
１
号
の
４
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標

章
（
他
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
交
付
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
を
掲
出
し
て
い
る
も
の

ア
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、

別
表
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
身
体
障
害

者
福
祉
法
施
行
規
則
別
表
第
５
号
に
定
め
る
障
害
の
級
別
に
該
当
す
る
障
害
を
有
す
る
も
の

イ
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、

別
表
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
恩
給
法
別

表
第
１
号
表
の
２
に
定
め
る
重
度
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
障
害
を
有
す
る
も
の

ウ
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
重
度
の
障
害
を
有

す
る
も
の

エ
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行

令
第
６
条
第
３
項
に
定
め
る
１
級
の
障
害
を
有
す
る
も
の

オ
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
（
色
素
性
乾

皮
症
患
者
で
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
間
に
限
る
。）

カ
ア
か
ら
オ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
移
動
が
困
難
な
こ
と
に
よ
り
社
会
で
の
日
常
生
活
活

動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
も
の

２
前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
急
病
人
の
搬
送
治
療
又
は
防
災
等
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財

産
に
係
る
緊
急
や
む
を
得
な
い
用
務
に
使
用
中
の
車
両
で
あ
り
、
か
つ
、
署
長
の
許
可
を
受
け
る
い

と
ま
の
な
い
も
の
は
、
駐
車
禁
止
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
の
規
制
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

３
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
交
付
の
申
請
は
、
第
１
項
第
１３
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
別

記
様
式
第
１
号
の
５
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
交
付
申
請
書
を
、
同
項
第
１４
号
に
掲
げ
る
者
に

係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式
第
１
号
の
６
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
交
付
申
請
書
を
公
安

委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
第
３
条
の
２
第
４
項
の
規
定
は
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
申
請
に
係
る
添
付
書
類
に
つ
い

て
、
同
条
第
５
項
の
規
定
は
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
交
付
に
つ
い
て
、
同
条
第
６
項
の
規
定

は
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
掲
出
に
つ
い
て
、
同
条
第
７
項
の
規
定
は
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車

標
章
の
交
付
を
受
け
た
者
の
遵
守
事
項
に
つ
い
て
、
同
条
第
８
項
の
規
定
は
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車

標
章
の
返
納
命
令
に
つ
い
て
、
同
条
第
９
項
の
規
定
は
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
返
納
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
４
項
か
ら
第
９
項
ま
で
の
規
定
中
「
標

章
」
と
あ
る
の
は
「
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
」
と
、
同
条
第
４
項
及
び
第
５
項
中
「
第
１
項
第

９
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
１
項
第
１３
号
」
と
、「
第
１
項
第
１０
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
１
項
第
１４
号
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
署
長
の
駐
車
許
可
）

第
４
条
の
２

法
第
４５
条
第
１
項
た
だ
し
書
又
は
第
４９
条
の
２
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、
署
長
が
駐
車

を
許
可
す
る
車
両
は
、
そ
の
日
時
、
場
所
、
用
務
等
か
ら
判
断
し
て
、
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場

所
に
駐
車
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
１
号
の
７
の
駐
車
許
可
申
請

書
を
駐
車
し
よ
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
署
長

が
緊
急
や
む
を
得
な
い
と
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
駐
車
許
可
申
請
書
に
代
え
て
口
頭

に
よ
り
駐
車
許
可
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
当
該
申
請
に
係
る
車
両
の
自
動
車
検
査
証
の
写
し

９０
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重
度
障
害
の
程
度

特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で

の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で

の
各
項
症

障
害
の
級
数

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
各
級
及

び
４
級
の
１

２
級
及
び
３
級

障
害
の
区
分

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で

の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で

の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
各
項
症

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
各
項
症

３
級

１
級
、
２
級
の
１
及
び
２
級
の

２１
級
か
ら
３
級
の
１
ま
で
の
各

級１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
各
級

１
級
及
び
２
級
（
一
上
肢
の
み

に
運
動
機
能
障
害
が
あ
る
場
合

を
除
く
。）

１
級
か
ら
２
級
ま
で
の
各
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
及
び
３
級

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
各
級

平
衡
機
能
障
害

上
肢
不
自
由

下
肢
不
自
由

体
幹
不
自
由

上
肢

機
能

移
動

機
能

心
臓
機
能
障
害

じ
ん
臓
機
能
障
害

呼
吸
器
機
能
障
害

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
の
機

能
障
害

小
腸
機
能
障
害

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
障
害

乳
幼
児
期
以
前

の
非
進
行
性
の

脳
病
変
に
よ
る

運
動
機
能
障
害

�
当
該
申
請
に
係
る
場
所
及
び
そ
の
周
辺
の
見
取
図
（
建
物
の
名
称
、
道
路
状
況
等
が
判
別
で
き

る
も
の
で
、
当
該
申
請
に
係
る
場
所
に
印
を
付
し
た
も
の
）

�
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
署
長
が
必
要
と
認
め
る
書
面

４
署
長
は
、
前
２
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
車
両
に
つ
い
て
、
駐
車
を
許
可
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
車
両
、
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
及
び
駐
車
の
方
法
並
び
に
駐
車
を
開
始

す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
及
び
駐
車
を
終
了
す
べ
き
時
刻
を
指
定
し
、
必
要
な
条
件
を
付
し
て
許
可

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
４９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐
車

を
除
く
駐
車
を
許
可
す
る
場
合
に
お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

駐
車
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
刻
及
び
駐
車
を
終
了
す
べ
き
時
刻
の
一
部
又
は
全
部
を
省
略

し
、
期
間
を
指
定
し
て
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
は
、
別
記
様
式
第
１
号
の
７
の
駐
車
許
可
証
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。た
だ
し
、第
２
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
口
頭
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

駐
車
許
可
証
の
交
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
前
項
の
規
定
に
よ
り
駐
車
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
車
両
を
駐
車
さ
せ

て
い
る
間
、
当
該
駐
車
許
可
証
を
車
両
の
前
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
４
条
の
３
を
削
る
。

第
６
条
中
「
別
記
様
式
第
１
号
の
７
」
を
「
別
記
様
式
第
１
号
の
８
」
に
改
め
る
。

第
７
条
の
２
第
１
項
中
「
別
記
様
式
第
１
号
の
８
」
を
「
別
記
様
式
第
１
号
の
９
」
に
改
め
る
。

第
１１
条
の
２
中
「
別
表
」
を
「
別
表
２
」
に
改
め
る
。

別
表
を
別
表
２
と
し
、
附
則
の
次
に
次
の
１
表
を
加
え
る
。

別
表
１
（
第
３
条
の
２
、
第
４
条
関
係
）

別
記
様
式
第
１
号
か
ら
別
記
様
式
第
１
号
の
３
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

９１



別記様式第１号（第３条の２関係）

（表）

平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

番 号 第 号

発行日 年 月 日

○○○○○使用中

車両番号

号

その他、この標章の交付を受けた本人が現に使用中の車両

運転者の連絡先又は用務先～別紙のとおり。

除外する区域又は道路の区間

有効期限 年 月 日 まで

徳島県公安委員会 �

（裏）

注意事項

１ この標章は、通行を禁止された道路を通行するときに、車両の前面の見やすい箇所に掲出すること。

２ 歩行者用道路を通行する場合は、特に歩行者に注意して徐行すること。

３ 現場において、警察官等の指示があった場合は、これに従うこと。

４ この標章を不正に使用した場合には、返納を命ぜられることがあるので、適正に使用すること。

５ 次の場合は、この標章（�の場合は発見した標章）を速やかに返納すること。
� 有効期限が経過したとき。

� 再交付を受けた後において、亡失した標章を発見したとき。

� 使用する必要がなくなったとき。

□ 被交付者等

住所 氏名

注 用紙の大きさは、日本工業規格B６とすること。

通行禁止除外指定車

９２



別記様式第１号の２（第３条の２関係）

平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

通行禁止除外指定車標章交付申請書

年 月 日

徳島県公安委員会 殿

住所

申請者 氏名 印

ＴＥＬ

登 録 （ 車 両 ） 番 号

備考

１ 申請者の氏名欄には、氏名の記載と押印に代えて、署名することができます。

２ 自動車の種別欄には、自動車検査証の自動車の種別を記載して下さい。

３ 自動車使用者の住所及び氏名欄には、自動車検査証の自動車使用者の住所及び氏名を記載してくだ

さい。

自 動 車 の 種 別

除外の指定を受け

ようとする区域

又は道路の区間

除外の指定を必要

と す る 理 由

機関の名称及び

所 在 地

自動車使用者の

住 所 及 び 氏 名

使 用 目 的

９３



別記様式第１号の３（第３条の２関係）

平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

通行禁止除外指定車標章交付申請書

年 月 日

徳島県公安委員会 殿

申請者 住所

氏名 印

ＴＥＬ

主たる 住所

運転者 氏名 印

ＴＥＬ

登 録 （ 車 両 ） 番 号

交 付 年 月 日

年 月 日

級 別 等

備考

１ 申請者の氏名欄には、氏名の記載と押印に代えて、署名することができます。

２ 身体障害者等のために使用する車両があるときは、自動車の種別、自動車使用者の住所及び氏

名欄を記載してください。

３ 身体障害名等及び級別欄には、身体障害者手帳等の身体障害名等及び身体障害者程度等級表等

による級別を記載してください。

自 動 車 の 種 別

身体障害者手帳等交付番号

都県
道 第 号
府市

身 体 障 害 名 等

除外の指定を受け
ようとする区域
又は道路の区間

除外の指定を必要
と す る 理 由

自動車使用者の
住 所 及 び 氏 名

身体障害者等の
住 所 及 び 氏 名

別
記
様
式
第
１
号
の
３
の
２
を
削
り
、
別
記
様
式
第
１
号
の
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別記様式第１号の４（第４条関係）

（表）

平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

番 号 第 号

発行日 年 月 日

○○○○○使用中

車両番号

号

その他、この標章の交付を受けた本人が現に使用中の車両

運転者の連絡先又は用務先～別紙のとおり。

有効期限 年 月 日 まで

徳島県公安委員会 �

（裏）

注意事項

１ この標章は、公安委員会による駐車禁止規制が行われている道路の部分以外の場所では使用しな

いこと。

※ 次のような駐車はできない。

● 駐停車禁止場所の駐車（道路交通法第４４条及び同法第７５条の８）

● 法定駐車禁止場所の駐車（道路交通法第４５条第１項各号及び第２項）

● 駐車の方法に従わない駐車（道路交通法第４７条）

● 車庫代わり駐車（自動車の保管場所の確保等に関する法律第１１条第１項）

● 長時間駐車（自動車の保管場所の確保等に関する法律第１１条第２項）

２ この標章は、被交付者等が表面記載の車両を現に使用中の場合以外は使用しないこと。

３ この標章を使用する場合は、連絡先又は用務先を読みやすく記載した紙とともに車両の前面の見

やすい箇所に提出すること。

４ 現場において、警察官等の指示があった場合は、これに従うこと。

５ この標章を不正に使用した場合には、返納を命ぜられることがあるので、適正に使用すること。

６ 次の場合は、この標章（�の場合は発見した標章）を速やかに返納すること。
� 有効期限が経過したとき。

� 再交付を受けた後において、亡失した標章を発見したとき。

� 使用する必要がなくなったとき。

□ 被交付者等

住所 氏名

注 用紙の大きさは、日本工業規格B６とすること。

駐車禁止除外指定車

別
記
様
式
第
１
号
の
４
の
２
を
削
り
、
別
記
様
式
第
１
号
の
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別記様式第１号の５（第４条関係）

平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

駐車禁止除外指定車標章交付申請書

年 月 日

徳島県公安委員会 殿

住所

申請者 氏名 印

ＴＥＬ

登 録 （ 車 両 ） 番 号

備考

１ 申請者の氏名欄には、氏名の記載と押印に代えて、署名することができます。

２ 自動車の種別欄には、自動車検査証の自動車の種別を記載して下さい。

３ 自動車使用者の住所及び氏名欄には、自動車検査証の自動車使用者の住所及び氏名を記載し

てください。

自 動 車 の 種 別

機関の名称及び

所 在 地

自動車使用者の

住 所 及 び 氏 名

使 用 目 的

別
記
様
式
第
１
号
の
８
を
別
記
様
式
第
１
号
の
９
と
し
、
別
記
様
式
第
１
号
の
７
を
別
記
様
式
第
１

号
の
８
と
し
、
別
記
様
式
第
１
号
の
６
中
「
別
記
様
式
第
１
号
の
６
（
第
４
条
の
３
関
係
）」
を
「
別

記
様
式
第
１
号
の
６
（
第
４
条
の
２
関
係
）」
に
、「
第
４
条
の
３
」
を
「
第
４
条
の
２
」
に
改
め
、
同

様
式
を
別
記
様
式
第
１
号
の
７
と
し
、
同
様
式
の
前
に
次
の
１
様
式
を
加
え
る
。

９６



別記様式第１号の６（第４条関係）

平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

駐車禁止除外指定車標章交付申請書

年 月 日

徳島県公安委員会 殿

申請者 住所

氏名 印

ＴＥＬ

主たる 住所

運転者 氏名 印

ＴＥＬ

登 録 （ 車 両 ） 番 号

交 付 年 月 日

年 月 日

級 別 等

備考

１ 申請者の氏名欄には、氏名の記載と押印に代えて、署名することができます。

２ 身体障害者等のために使用する車両があるときは、自動車の種別、自動車使用者の住所及び氏名欄

を記載してください。

３ 身体障害名等及び級別欄には、身体障害者手帳等の身体障害名等及び身体障害者程度等級表等によ

る級別を記載してください。

自 動 車 の 種 別

身体障害者手帳等交付番号

都県

道 第 号

府市

身 体 障 害 名 等

自動車使用者の

住 所 及 び 氏 名

身体障害者等の

住 所 及 び 氏 名

９７
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平成１９年７月１７日 徳 島 県 報 第１８７８号

附
則

（
施
行
期
日
）

１
こ
の
規
則
は
、
平
成
１９
年
８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
徳
島
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
別
記
様

式
第
１
号
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
は
、
当
該
標
章
の
有
効
期
間
の
満
了
す
る
日
ま
で
の
間

は
、
改
正
後
の
徳
島
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
別
記
様
式
第
１
号
の
４
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標

章
と
み
な
す
。

発

行

徳

島

県

印

刷

徳
島
県
教
育
印
刷
株
式
会
社
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